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河内町消防団
悲願の初優勝!!

11 月 18 日（日）は
防災訓練・かわちイルミネーション点灯式 … …Ｐ２

敬老福祉大会・町民運動会 … ……………………Ｐ 6 ～ 9

ハローティーチャー … ……………………………Ｐ 11

主 な 内 容 写真：�第 69 回茨城県消防ポンプ操法
競技大会県南南部地区大会

　　　（関連記事は 10 ページ）
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戸 ੶ の 窓
おめでた　 ４ 人　　　　స入　1� 人
おくやみ　11 人　　　　స出　17 人

ަ௨事ൃނ生状況
町内のަ௨事９݄ނ発生ঢ়گ

ൃ生݅਺（人਎事ނ）
ࢮ 者 ਺
負ই者਺

３݅（13）
０人（０）
３人（16）

（ܭྦྷ）

ཽέ࡚ܯ察ॺ調べ

定 例 相 談

育૬ஊڭ
日 時
場 所
問合せ先

月・水・木曜日　午前９時～正午
教育委員会事務局
1 84 - 3 3 22　5  84 - 4 7 30

成田ۭߓに関する૬ஊ
日 時
場 所
問合せ先

月～金曜日　午前10時～午後４時
河内町役場本庁舎北側
1 84 - 5 0 17　
70120 - 8 4 - 5 0 13

ަ通事ނ૬ஊ
日 時

場 所
問合せ先

月～金曜日
午前９時～正午　午後１時～４時45分
ห࢜ޢ相談ɹ第１・第３水曜日
（ཁ༧໿）࣌ʙ̐࣌̍ޙޕ
౔Ӝ߹ಉிࣷ ຊிࣷ̏'
૬ஊॴނࣄೆ஍方ަ通ݝ
1029-823-1123

第２地区　共同利用施設

৺配ごと૬ஊ
日 時

日 時

12 月３日（月）午前 10時～正午

12月17日（月）午前 10時～正午
場 所

河内町社会福祉協議会
1 84 - 2 8 30

※ห࢜ޢ૬ஊ（ཁ༧໿）
問合せ先

人 口・ ੈ ଳ
ฏ੒ 30 ೥ 10 ݄１日ࡏݱ

人 ޱ
உ
ঁ

世ଳ਺

人　（ʵ 5）
人　（ʵ 2）
人　（ʵ ３）
世ଳ（� ６）

8ɼ�81
4ɼ453
4ɼ528
3ɼ383

໾ ৔
1 84-2111
5 84-4357

ҭҕ員ձڭ
ࣄ ຿ ہ

ҭڭߍֶ ( 1 84-3322
生ֶ֔श ( 1 84-2843

  ʢެຽؗʣ
水 ಓ ࣄ ຿ ॴ 1 84-2361 福 ࢱ セ ン タ ー 1 84-3699
ͭ ͭ み ձ ؗ 1 86-2090 อ ݈ セ ン タ ー 1 84-4486
地Ҭแׅࢧԉセンター 1 60-4071 ๷ ࡂ か わ ͪ

ʢ Ի ੠ Ҋ 内 ʣ 1 84-2212
ࣾ ձ 福 ࢱ ڠ ٞ ձ 1 84-2830 シルόーਓࡐセンター 1 84-5455

T E L ガ イ ド

休 日 診 療 当 番 医（12 月 ）

ご み 収 集 日（12 月 ）

県救急医療情報システム：24 時間お医者さんを探すことができます。
救急医療情報コントロールセンター 1  029-241-4199

救急医療情報システム ホームページ：http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト：http://qq.pref.ibaraki.jp/kt/

資 源 回 収 日 燃 え な い ご み 収 集 日

A 地区 ４・18 C 地区 11・25 A 地区
８

C 地区
22

B 地区 ６・20 D 地区 13・27 B 地区 D 地区

燃 え る ご み 収 集 日 粗大ごみの予約収集日
全地区 毎週月・水・金曜日 12 月中の予約→１月５日

編集・発行　河内町役場秘書広聴課
〒 300-1392　茨城県稲敷郡河内町源清田 1183
ホームページアドレス　http://www.town.ibaraki-kawachi.lg.jp/
モバイル版アドレス　http://www.town.ibaraki-kawachi.lg.jp/mobile/index.html

河内町モバイルホームページ
QRコード
※QRコードは読みとれない場合もあり
ますのでご了承ください。

広 報

平成30年11月１日発行

12 月 稲 敷 地 区 龍 ケ 崎 地 区

２日 いなしきクリニック
1 029-892-3372

渡利耳鼻咽喉科医院
1 62-4133

山村医院
1 66-0555

９日 佐倉クリニック
1 029-892-7011

細井クリニック
1 66-2000

秋本脳神経外科
1 64-3311

16 日 古橋医院
1 029-978-3770

竜ヶ崎医院
1 62-0550

山本医院
1 66-3348

23 日 坂本耳鼻咽喉科医院
1 029-892-2627

横田医院
1 62-0047

いがらしクリニック
1 62-0936

24 日 角崎クリニック
1 029-787-6030

いしかわクリニック
1 62-0378

福岡小児科医院
1 66-3245

29 日 龍ケ崎大徳ヘルシークリニック
1 64-3133

北竜台耳鼻咽喉科クリニック
1 95-3387

30 日 ゆはらクリニック
1 029-894-2002

牛尾病院
1 66-6111

吉澤胃腸内科医院
1 66-0977

31日 江戸崎病院
1 029-894-2611

ひかりの森内科クリニック
1 85-5601

野村医院
1 62-6561

※休日当番医は変更することがあります。
　診療を受ける際は、必ず電話でご確認ください。
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町では、大規模な地震を想定して、町内全域での総合防災訓練を実施します。
当日は、家庭でできる訓練を行いますので、ご家族みなさんで参加してください。

家族みんなで防災訓練を実施しよう
実施日…平成30年11月18日（日）

＜気象庁震度階級関連解説表＞
震度
階級 人の体感・行動

０　 人は揺れを感じないが、地震計に
は、記録される。

１　 屋内で静かにしている人の中には、
揺れをわずかに感じる人がいる。

２　
屋内で静かにしている人の大半が、
揺れを感じる。眠っている人の中に
は、目を覚ます人もいる。

３　
屋内にいる人のほとんどが、揺れ
を感じる。歩いている人の中には、
揺れを感じる人もいる。眠っている
人の大半が、目を覚ます。

４　
ほとんどの人が驚く。歩いている人
のほとんどが、揺れを感じる。眠っ
ている人のほとんどが、目を覚ます。

５弱 大半の人が、恐怖を覚え、物につ
かまりたいと感じる。

５強 大半の人が、物につかまらないと歩くこ
とが難しいなど、行動に支障を感じる。

６弱 立っていることが困難になる。

６強
７　

立っていることができず、はわない
と動くことができない。揺れにほ
んろうされ、動くこともできず、飛
ばされることもある。

災害は、家族が一緒にいる時に発生するとは限りません。
もしものときに備えて、お家の危険箇所や集合場所の確認など
この機会に家族で話し合いましょう。 問合せ　河内町役場 総務課　☎８４－６９７９

防災訓練の流れ

・防災無線に合わせて初動対応訓練（シェイクアウト）
※実際の災害等の放送とお間違いのないようにご注意ください。

8:30

（タオルによる安否確認訓練）
・ 自分の安否を周囲に知らせるためのタオルを玄関先

やポストなどに提示
・隣近所との声かけ安否確認
★消防団等による巡回、声かけ
※ 安否確認用タオルは、後日全世

帯に配布します。

8:35

10:00　終了

かわちイルミネーション
と　き ： １１月１8 日（日）～平成３１年２月１６日（土）午後５時～９時（点灯時間は延長の場合あり）
ところ ： かわち水と緑のふれあい公園　不動免沼のまわり

◎１１月１８（日）午後４時 30 分から点灯式を行います。
　模擬店（甘酒・おでん等あり）※荒天時は翌日以降に順延
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　「県民の日」は、郷土の歴史を知り、自治の意識を高め、私たちのより豊かな生活
と県の躍進を願う日として、1968年（昭和 43年）に、県の条例により定められま
した。1871年（明治４年）に行われた府県の統廃合で、11月 13日に初めて「茨城県」
という県名が用いられたことにちなみ、11月 13日を「県民の日」としています。

※�県民の日に関する無料・割引等を実施している施設については、茨城県ホームページをご覧ください。
http://www.pref.ibaraki.jp/shiru/annai/profile/kemminnohi/index.html

11月13日は『県民の日』

【確定申告に便利なＩＤ・パスワードを取得しよう！】

【配偶者控除・配偶者特別控除の改正について】

竜ケ崎税務署からのお知らせ

　平成 31年１月から、ｅ－Ｔａｘ利用手続が簡便化され、国税庁ホームページ
「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、ＩＤとパスワードを入力す
るだけでｅ－Ｔａｘで確定申告ができるようになります。
　ＩＤ・パスワードを使えば、マイナンバーカードやＩＣカードリーダライタを
お持ちでなくても、ご自宅等からパソコンやスマートフォンで簡単にｅ－Ｔａｘ
で申告することができ大変便利です（※１）。
　なお、ＩＤ・パスワードはお近くの税務署において５分程度で発行を受けら
れますので、是非取得してください（※２）。
　税務署は年明けから混み合いますので、平成 30 年12月頃までにＩＤ・パスワードの取得をお願い
します。
　※１　�マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタをお持ちの方は「マイナンバーカード方式」によ

るｅ－Ｔａｘがご利用いただけます。
　※２　ＩＤ・パスワード取得の際は、運転免許証（写しでも可）などの本人確認書類をお持ちください。

　平成 30 年分の確定申告から次のとおり改正されます。
１　配偶者控除
　申告者本人の合計所得金額が1,000万円を超える場合は、配偶者控除を受けられないこととなりま
した。
　また、控除額について、改正前は一律 38万円とされていましたが、改正後は、申告者本人の合計
所得金額に応じ、① 900万円以下の場合は 38万円（48万円）、② 900万円超 950万円以下の場合
は 26万円（32万円）、③ 950万円超1,000万円以下の場合は13万円（16万円）とされました（※）。
※�　（　）内の金額は、老人控除対象配偶者（控除対象配偶者のうち、12月31日現在の年齢が 70
歳以上の者をいいます。）の場合となります。

２　配偶者特別控除
　配偶者特別控除の対象となる配偶者の合計所得金額が 38万円超123万円以下とされ、申告者本
人の合計所得金額によっても控除額が異なることとなりました。詳細は、国税庁ホームページ「タック
スアンサーＮｏ.1195」を御覧ください。
　なお、申告者本人の合計所得金額が1,000万円を超える場合は、配偶者特別控除の適用はありま
せん。

◆問合せ先　竜ケ崎税務署　☎６６－１３０３
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め
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す
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◆
調
査
対
象
と
な
る
家
屋

・�

未
評
価
家
屋
・
・
・
新
築
や
増

築
し
た
家
屋
で
評
価
が
済
ん
で

い
な
い
家
屋

・�

滅
失
家
屋
・
・
・
既
に
取
壊
し

済
み
の
家
屋

◆
調
査
方
法

・�

町
の
税
務
課
職
員
が
二
人
一
組

で
お
伺
い
し
調
査
を
行
い
ま

す
。

・�

調
査
を
行
う
際
は
、身
分
証（
徴

税
吏
員
証
）
を
提
示
し
、
調
査

の
目
的
を
説
明
し
て
か
ら
行
い

ま
す
。

◆
問
合
せ
先　
税
務
課　
課
税
係��

☎
84

－

６
９
７
１

～ 行政改革での主な取り組み状況についてお知らせします。～
◆問合せ先◆　秘書広聴課　☎８４－６９８０

◆
一
般

○
受
験
資
格　
平
成
31
年
４
月
１

日
現
在
、
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歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子
で
、
中
学
校
卒
業
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者

（
見
込
み
を
含
む
。）

○
受
付　

平
成
30
年
11
月
１
日

（
木
）か
ら
平
成
31
年
１
月
７
日（
月
）

○
試
験
期
日　
第
１
次
試
験
：
平

成
31
年
１
月
19
日
（
土
）

第
２
次
試
験
：
平
成
30
年
２
月
１

日
（
金
）
か
ら
４
日
（
月
）
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で
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間
の
指
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す
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日
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衛
官
候
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生
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て
い
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す
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地
域
事
務
所

☎
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－

３
３
５
１

◆
推
薦

○
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験
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成
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年
４
月
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日
現
在
、
15
歳
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上
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歳
未
満
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男
子
で
、
入
校
を
熱
望
す
る
強
い

意
志
を
持
ち
、
中
学
校
卒
業
ま
た

は
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

修
了
者
（
見
込
み
を
含
む
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成
績
優
秀
か
つ
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徒
会
活
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等
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お
い
て
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著
な
指
導
力
を
発
揮
し

た
実
績
が
あ
る
優
れ
た
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質
を
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す
る
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長
が
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等
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校

生
徒
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
と
認

め
、
将
来
自
衛
官
と
な
る
強
堅
な

意
志
を
持
ち
責
任
を
持
っ
て
推
薦

で
き
る
者

○
受
付　

平
成
30
年
11
月
１
日

（
木
）
か
ら
11
月
30
日
（
金
）

○
試
験
期
日　
平
成
31
年
１
月
５

日
（
土
）
か
ら
１
月
７
日
（
月
）

ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

☆
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集
!!

☆�

家
屋
調
査
実
施
の

お
知
ら
せ

と
し
、
本
文
に
①
氏
名
②
住
所
③

電
話
番
号
④
掲
載
月
⑤
掲
載
ペ
ー

ジ
⑥
「
○
○
○
」
が
写
っ
て
い
る

写
真
、
と
明
記
し
て
メ
ー
ル
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

秘
書
広
聴
課　
☎
84

－

６
９
８
０

E
-m
ail　

h
ish
o
@
to
w
n
.

ibaraki-kaw
achi.lg.jp

◆
申
込
方
法　

１
．
電
子
メ
ー
ル
で
、hisho@

tow
n.ibaraki-kaw

achi.
lg.jp

宛
に
、件
名
を「
写
真
希
望
」

☆
広
報
紙
に
掲
載
さ
れ

た
写
真
を
お
分
け
し
ま
す

(

デ
ー
タ
で
）

平成 30年７月分　　　
測　定　局 設　置　場　所 Lden（dB）

下加納局（NAA） 愛宕神社 52.4
河 内 局（NAA） 中央公民館 51.8
金江津局（  県  ） 東共同利用施設（つつみ会館） 52.4
田 川 局（  県  ） 田川共同利用施設 52.9

航空機騒音測定結果（速報）

※この数値は速報の値で、今後変更になる場合があります。成田国際空港株式会社（NAA）が開設している環境情報公開Web
サイト「成田空港環境こみゅにてぃ」では、NAAが設置している測定局の現在の騒音レベルや過去の測定結果等が確認できます。

Web：http://airport-community.naa.jp/

茨城県議会議員一般選挙
投票日 12 月 9 日…日

【期日前投票】12 月 1 日…土…～ 12 月 8 日…土
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◎
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や
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症
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ど
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す
る
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者
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に
準
ず
る
方

・�

知
的
障
害
者
で
療
育
手
帳
の（
Ａ
）

以
上
に
準
ず
る
方

・�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

１
級
に
準
ず
る
方

・�

６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
方�

な
ど

【
障
害
者
】

・�

身
体
障
害
者
手
帳
の
３
級
か
ら

６
級
に
準
ず
る
方

・�

知
的
障
害
者
で
療
育
手
帳
の（
Ｂ
）

に
準
ず
る
方

・�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

２
級
、
３
級
に
準
ず
る
方�

な
ど

◆
申
請
方
法

　

福
祉
課
窓
口
に
あ
る
『
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
』
に
必

要
事
項
を
記
入
、
押
印
の
う
え
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で

に
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
そ
の
手
帳
に

よ
り
障
害
者
控
除
対
象
者
と
な
り

ま
す
の
で
申
請
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方
で
、
障
害
者
控
除
対

象
者
と
し
て
の
認
定
を
希
望
す
る
場

合
は
平
成
30
年
12
月
21
日
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除

の
手
続
き
に
つ
い
て

～
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２

年
目
以
降
の
方
～

　

お
む
つ
代
に
つ
い
て
医
療
費
控

除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
で

あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
医
師
が
発

行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

が
な
く
て
も
、
市
町
村
長
か
ら
介

護
保
険
の
主
治
医
意
見
書
の
内
容

を
確
認
し
た
「
お
む
つ
代
の
医
療

費
控
除
証
明
（
２
年
目
以
降
）
必

要
事
項
の
確
認
書
」
の
交
付
を
受

け
る
と
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

◆
対
象
者

・�

お
む
つ
代
に
つ
い
て
医
療
費
控
除

を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
で

あ
る
場
合
で
、
介
護
保
険
の
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
（
町

で
主
治
医
意
見
書
の
内
容
が
確

認
で
き
た
方
）

・
寝
た
き
り
状
態
の
方

・
尿
失
禁
の
可
能
性
が
あ
る
方　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

◆
控
除
の
対
象

・�

平
成
30
年
中
の
使
用
し
た
お
む

つ
代
分

◆
申
請
方
法

　

福
祉
課
の
窓
口
に
あ
る
『
お
む

つ
代
の
医
療
費
控
除
証
明
（
２
年

目
以
降
）
必
要
事
項
の
確
認
願
』

に
記
入
、
押
印
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

○
認
定
書
・
確
認
書
に
関
す
る
こ

と
福
祉
課　
社
会
福
祉
係

☎
84

－

６
９
８
１

○
町
県
民
税
に
関
す
る
こ
と　
　

税
務
課　
課
税
係

☎
84

－

６
９
７
１

○
所
得
税
に
関
す
る
こ
と

竜
ケ
崎
税
務
署�

☎
66

－

１
３
０
３

　
茨
城
県
で
は
平
成
30
年
10
月
１

日
か
ら｢

お
と
な
救
急
電
話
相
談

（
＃
７
１
１
９
）｣

を
開
始
し
ま
し

た
。
急
な
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と

き
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
、
病

院
に
行
く
べ
き
か
な
ど
、
迷
っ
た

際
＃
７
１
１
９
ま
た
は
、
０
３

－

５
３
６
７

－

２
３
６
５
に
電
話
を

す
る
と
看
護
師
等
に
繋
が
り
、
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
受
付
時
間

平
日
（
月
～
土
）
午
後
５
時
30
分

か
ら
翌
朝
９
時
ま
で

休
日
（
日
・
祝
・
年
末
年
始
）
午

前
９
時
か
ら
翌
朝
９
時
ま
で

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料

金
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

◆
問
合
せ
先

稲
敷
広
域
消
防
本
部　
救
急
課

龍
ケ
崎
市�

３
５
７
１

－

１

☎
64

－

３
８
４
６���http://

w
w
w
.inashiki-kouiki.jp/

☆
寝
た
き
り
・
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
で

　
所
得
控
除
や
お
む
つ
代
に
か
か
る
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
へ

☆
お
と
な
救
急
電
話

相
談
（
＃
７
１
１
９
）

が
始
ま
り
ま
し
た
！

　１０月１日～１１月３０日は「麻薬・覚醒剤乱用防止運
動」実施期間です。
　麻薬・覚醒剤・大麻・シンナー・危険ドラック等の薬
物乱用は、乱用者の健康上の問題にとどまらず、各種の
犯罪の誘因などの危害をもたらします。薬物の恐ろしさ
を正しく認識して薬物乱用を根絶しましょう。
◆問合せ先　竜ケ崎保健所衛生課　☎62-2163

　竜ケ崎保健所では、ＨＩＶ検査を無料・匿名で受ける
ことができます。
◆日時　毎週火曜日　午前９時～１１時
　　　��（夜間検査：毎月第２火曜日）　※要予約
◆問合せ先　竜ケ崎保健所保健指導課　☎62-2367

麻薬・覚醒剤乱用防止運動 １２月１日は世界エイズデーです
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　10月13日（土）、かわち学園体育館を会場に『平成３０年度敬老福祉大会』が開催されました。
　式典では、長年のご苦労と社会の発展にご協力いただいたご長寿のみなさまへ、褒状と記念品が手渡され、受賞
者を代表して岡野和子さんがお礼の言葉を述べられました。
　式典後には、都ひばり・おやーじ北島歌謡バラエティーショーなど多彩なアトラクションが行われ、笑い声の絶え
ない和やかな敬老福祉大会となりました。

いつまでもお元気で

敬老福祉大会開催

福祉作文の発表 謝辞を述べる岡野和子さん 百寿褒賞受賞の近藤泰子さん

サブちゃん？ あれから 30 年 !! 南 ? の宿から

ひばりさん !?
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わ
た
し
の
お
ば
あ
さ
ん
と

お
じ
い
さ
ん

か
わ
ち
学
園
３
年
　
加
藤
　
愛
結

　
わ
た
し
に
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
二
人

い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
と
し
ょ
ば
あ

ち
ゃ
ん
で
す
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し
が
生
ま
れ

た
と
き
に
は
、
天
国
に
行
っ
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
た
ん
生

日
と
わ
た
し
の
お
た
ん
生
日
が
、
同
じ
こ

と
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
と
し
ょ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
か
わ
ち
町
で

一
番
長
生
き
で
す
。
１
０
４
さ
い
で
す
。

と
し
ょ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し
が
６
さ

い
の
こ
ろ
、
む
か
し
の
チ
ョ
キ
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ひ
と
さ
し
指
と
お
や
指
を

ひ
ろ
げ
る
チ
ョ
キ
で
す
。

　
と
し
ょ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
町
の
こ
う
ほ

う
し
に
長
生
き
の
番
づ
け
が
あ
っ
て
、
今

は
よ
こ
づ
な
で
す
。
今
年
も
ま
だ
元
気
な

の
で
、
ま
だ
ま
だ
よ
こ
づ
な
で
い
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
あ
と
十
年
生
き
て
、
せ
か

い
一
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
も
う
一
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
て

も
や
さ
し
い
で
す
。
お
か
し
は
な
ん
で
も

か
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
ん
じ
ょ
う
日
や
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
か
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

で
も
、
お
こ
っ
た
時
は
、「
チ
パ
ッ
」

と
言
っ
て
つ
ね
っ
て
き
ま
す
。
い
た
い
時

も
あ
る
け
ど
、
楽
し
い
で
す
。

　

わ
た
し
が
、
お
で
か
け
に
行
く
時
は
、

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」
と
か
な
ら
ず

言
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
畑
を
や
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
わ
た
し
は
、
畑
を
手
つ
だ
う

と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
田
ん
ぼ
も
や
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
に
あ

つ
い
時
は
、お
ち
ゃ
を
も
っ
て
行
き
ま
す
。

　
今
年
の
お
正
月
、
び
ょ
う
気
で
入
い
ん

し
ま
し
た
。
今
は
、家
に
も
ど
っ
て
来
て
、

ち
ょ
う
し
が
い
い
時
は
、
畑
を
や
っ
て
い

ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
も
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
を
が
ん

ば
っ
て
、
つ
え
が
な
く
て
も
立
て
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
元
気
な
と
し
ょ

ば
あ
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
な
れ
る
と
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
く
い
な
事
は
、
畑

と
料
理
で
す
。
畑
で
と
れ
た
野
さ
い
で
料

理
を
し
ま
す
。
お
正
月
に
は
、
家
で
と
れ

た
大
豆
で
黒
豆
を
作
り
ま
す
。
時
間
が
か

か
る
け
ど
、
と
て
も
ふ
っ
く
ら
と
し
て
、

と
て
も
お
い
し
い
で
す
。
た
ま
に
わ
た
し

も
お
手
つ
だ
い
を
し
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
い
ろ
い
ろ
料
理
を
教
わ
り
ま
す
。
わ

た
し
も
料
理
が
上
手
に
な
り
た
い
で
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し
と
弟
を
と

て
も
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し

は
、
そ
ん
な
や
さ
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
二

人
が
大
す
き
で
す
。

み
ん
な
と
共
に

か
わ
ち
学
園
６
年
　
平
山
　
未
來
斗

　
ぼ
く
が
今
ま
で
生
き
て
き
て
大
切
だ
と

思
っ
た
こ
と
は
、「
み
ん
な
と
共
に
生
き

て
い
く
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
五
年
生
の
と
き
に
高
れ
い
者
の
大
変
さ

を
体
験
で
き
る
学
習
を
や
り
ま
し
た
。
周

り
が
見
に
く
い
ゴ
ー
グ
ル
を
か
け
た
り
、

お
も
り
を
着
け
て
動
き
づ
ら
い
状
態
を
再

現
し
た
り
し
て
歩
い
て
み
ま
し
た
。
と
て

も
歩
き
に
く
く
、
周
り
も
見
に
く
か
っ
た

で
す
。
高
れ
い
者
は
い
つ
も
こ
の
よ
う
な

生
活
を
し
て
い
る
の
か
と
思
う
と
、
と
て

も
大
変
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
こ
の
よ
う
な
高
れ
い
者
を
か

い
護
し
て
い
る
老
人
ホ
ー
ム
に
、
見
学
に

行
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
体
が
不
自
由
な

人
に
親
切
に
接
し
て
い
る
か
い
護
士
の

方
々
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま

し
た
。
ぼ
く
は
、か
い
護
士
の
方
に
、「
こ

の
仕
事
を
し
て
き
て
よ
か
っ
た
こ
と
な

ど
は
あ
り
ま
す
か
。」
と
聞
い
て
み
る

と
、「
お
年
寄
り
の
か
い
護
を
す
る
の

は
大
変
で
す
が
、
お
年
寄
り
の
笑
顔
を

見
た
と
き
は
こ
の
仕
事
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

か
い
護
士
の
方
は
、
高
れ
い
者
の
笑
顔

で
元
気
に
な
り
、
高
れ
い
者
は
、
か
い

護
士
の
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　
老
人
ホ
ー
ム
見
学
の
最
後
に
、
み
ん

な
の
前
で
よ
さ
こ
い
を
お
ど
り
ま
し

た
。
ぼ
く
達
の
強
い
気
持
ち
が
入
っ
た

よ
さ
こ
い
を
、
心
を
こ
め
て
お
ど
り
ま

し
た
。す
る
と
、そ
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ

た
の
か
、み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
、「
ア

ン
コ
ー
ル
、
ア
ン
コ
ー
ル
。」
と
い
う

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
そ

の
と
き
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

帰
る
と
き
に
は
折
り
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
が
、

高
れ
い
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
元
気
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ぼ
く
に
も
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い

ま
し
た
が
、
三
年
前
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
体
が
元

気
な
と
き
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
い
、

し
設
の
方
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、

折
り
紙
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

と
て
も
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

体
調
が
悪
く
な
っ
て
ね
た
き
り
に
な
っ

た
と
き
も
、
家
に
来
て
体
を
ふ
い
て
く

れ
た
り
、
着
が
え
を
さ
せ
て
く
れ
た
り

敬老福祉大会において児童・
生徒が発表した心あたたまる
福祉作文を紹介します

福祉作文
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１０月７日（日）、総合グラウンドで『平成３０年度河内町民運動会』が開催されました。
爽やかな秋晴れの下、子どもからお年寄りまで多くの参加者がスポーツの秋を満喫しました。

町 民 運 動 会 開 催

広ใかわち �平成30年11月号（No.596）

し
て
い
ま
し
た
。
か
い
護
士
が
と
て
も
親

切
に
接
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。

　
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、し
設
の
方
に
、

「
あ
り
が
と
う
。」
と
笑
顔
で
言
っ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
自
分
の
こ
と
ば
か
り
考
え
る
の
で
は
な

く
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
も
っ
て
接

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
明
る
い
社
会
を

つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
も
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
声
を

か
け
て
手
助
け
を
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

一
人
一
人
が
少
し
ず
つ
勇
気
を
も
っ
て
声

を
か
け
て
い
け
ば
、
そ
れ
が
大
き
な
力
と

な
っ
て
、
み
ん
な
と
共
に
幸
せ
に
生
き
ら

れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
死
を

経
験
し
てか

わ
ち
学
園
９
年
　
前
田 

啓
臣

　

六
月
の
終
わ
り
の
土
曜
日
の
明
け
方
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
倒
れ
た
と
い
う
電
話
の

知
ら
せ
で
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

は
、
全
く
実
感
が
な
く
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
倒
れ
た
と
い
う
こ
と
は
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
東
京
の
救
急
病
院
に
母
親
と

か
け
つ
け
た
と
こ
ろ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

一
度
、
心
肺
停
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
持

ち
直
し
て
集
中
治
療
室
に
入
院
し
て
い
ま

し
た
。
一
緒
に
行
っ
た
妹
や
弟
は
せ
っ
か

く
か
け
つ
け
た
の
に
、
15
歳
未
満
と
い
う

理
由
で
中
に
は
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
後
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
患
者
・
子

ど
も
双
方
へ
の
感
染
の
可
能
性
、
子
ど
も

へ
の
心
理
的
影
響
等
が
関
係
し
て
い
る
か

ら
だ
そ
う
で
す
。
僕
は
初
め
て
集
中
治
療

室
と
い
う
も
の
に
入
り
ま
し
た
が
、
医
療

ド
ラ
マ
で
見
た
よ
う
な
光
景
で
し
た
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
呼
吸
器
や
点
滴
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
器
具
に
つ
な
が
れ
て
眠
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
姿
は
と
て
も
衝
撃
的
で
し

た
。
普
段
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
っ
た

と
き
に
は
僕
は
何
を
話
題
に
し
て
い
い
か

分
か
ら
ず
、
あ
ま
り
話
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
時
僕
は
後
悔
し
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
も
う
話
せ
な
い
の
か
、
と
思
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

は
無
口
で
静
か
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
が
、
他
の
一
面
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
な

と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
も
う

知
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
切
な
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
後
、
一
週
間
程
し
て
治
療
の
か
い
な
く

亡
く
な
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
が
き
ま
し

た
。

　
次
に
僕
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
姿
を
見
ら

れ
た
の
は
葬
儀
の
時
で
、
既
に
全
て
棺
に

入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
集
中
治
療
室
で

見
た
と
き
よ
り
も
優
し
い
感
じ
で
し
た

が
、
化
粧
を
さ
れ
て
い
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん

だ
け
ど
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
遺
影
に
使
わ
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
写
真
は
、「
い
い
写
真
で
す
ね
。」
と

お
悔
や
み
に
来
て
く
れ
た
人
に
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
写
真
は
、
僕
が
生
ま
れ

て
、「
お
食
い
初
め
」
を
し
た
時
に
撮
っ

た
も
の
で
、
遺
影
に
写
っ
て
な
い
部
分
に

は
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
僕
を
ひ
ざ
に
抱
っ
こ

し
て
い
て
、
ほ
ほ
え
ん
で
い
る
も
の
で
し

た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
93
歳
の
誕
生
日
を

ち
ょ
う
ど
む
か
え
て
亡
く
な
り
ま
し
た

が
、大
き
な
病
気
も
し
て
い
な
く
て
、ず
っ

と
元
気
で
し
た
。
倒
れ
る
三
日
前
く
ら
い

に
、
僕
の
妹
宛
て
に
、
葉
書
き
を
書
い
て

送
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
と
っ
て
妹
は
孫
の
中
で
一
番
小
さ
い

孫
で
し
た
。
葉
書
に
は
、
ひ
ら
が
な
を
使

い
な
が
ら
も
、
大
人
に
向
け
た
よ
う
な
文

章
で
大
阪
の
地
震
の
こ
と
や
、
無
差
別
殺

人
な
ど
の
事
故
や
事
件
な
ど
、
最
近
の

ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
ぎ
っ
し
り
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
地
し
ん
の
よ

う
な
じ
こ
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
毎
日
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。」

と
か
、「
ぜ
っ
た
い
に
安
全
、
安
心
な
と

こ
ろ
は
な
い
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考

え
て
よ
く
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
よ
う
な
、
僕
達
、
家
族
を
心
配
し

た
最
後
の
手
紙
で
し
た
。
こ
の
し
っ
か
り

と
し
た
手
紙
か
ら
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
性

格
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
、
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
も
う
少
し
話
し
て
い
た

り
、
何
か
話
題
が
あ
れ
ば
こ
の
手
紙
の
内

容
は
ま
た
少
し
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
自
分
の
「
死
」

を
う
す
う
す
気
づ
い
て
い
て
、
あ
の
よ

う
な
大
人
び
た
内
容
に
し
た
の
か
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
大
き
く
な
っ
て
か
ら
あ
ま
り
関
わ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
僕
達
の
こ
と

を
と
て
も
大
切
に
思
っ
て
い
て
く
れ
た

ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と

や
は
り
、
も
っ
と
話
し
て
お
く
べ
き

だ
っ
た
な
、
と
思
い
ま
す
。
今
さ
ら
後

悔
し
て
も
遅
い
こ
と
で
す
が
、
ど
う
し

た
も
の
か
、
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
僕
は
、
も
う
二
度
と
こ
の
よ
う

な
後
悔
を
し
な
い
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
人

と
会
話
を
す
る
こ
と
を
心
が
け
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
、
そ
の
人
と
の
思
い
出
を
残
す

こ
と
で
こ
の
よ
う
な
後
悔
は
な
く
な
る

と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
そ
し
て
会
話
を
す
る
相
手
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
弟
、
妹
、
従
姉
妹
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
先
生
や
友
達
な
ど
そ

の
み
ん
な
が
生
き
て
い
る
こ
と
は
当
た

り
前
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
痛
感

し
ま
し
た
。
い
つ
ど
こ
で
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
、「
安
心
、
安
全
な
と

こ
ろ
は
な
い
。」
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
言

う
通
り
だ
な
、
と
も
感
じ
ま
し
た
。
い

つ
も
無
口
の
よ
う
に
見
え
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
。
あ
ま
り
話
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
最
後
に
大
切
な
こ
と

を
伝
え
て
く
れ
て
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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Տ
内
町
出
身
で
、
金
ߐ
௡
小
・

中
学
校
を
卒
業
し
た
ך
প
先
生
。

子
ど
も
の
ࠒ
か
ら
体
育
が
得
意

で
、
中
学
か
ら
大
学
ま
で
野
ٿ
に

必
死
に
取
組
ん
で
き
た
。

　「
高
校
の
࿅
習
は
つ
ら
か
っ
た
。

朝
８
時
か
ら
໷
９
時
ま
で
、
そ
れ

こ
そ
終
電
Ϊ
リ
Ϊ
リ
ま
で
ന
ٿ
を

௥
っ
て
い
た
が
、
く
じ
け
な
い
で

౒
力
す
る
こ
と
が
出
来
た
」
と
話

す
先
生
。
大
学
の
と
き
、
東
日
本

大
会
で
優
উ
し
た
こ
と
が
、
一
番

印
象
ਂ
い
と
い
う
。

　
そ
ん
な
野
ٿ
一
ے
だ
っ
た
先
生

だ
が
、
今
は
サ
ッ
Χ
ー
が
大
޷
き

で
、
ࣛ
ౡ
ア
ン
ト
ラ
ー
ζ
を
Ԡ
ԉ

し
て
い
る
。「
サ
ϙ
ー
λ
ー
஥
間

と
、年
間
20
ճ
く
ら
い
؍
ઓ
す
る
。

最
近
は
、
大
阪
や
Ѫ
知
、
静
Ԭ
へ

ԕ
੐
し
て
い
る
。
友
人
た
ち
と
஄

ؙ
π
ア
ー
を
す
る
の
が
楽
し
い
」

と
、
サ
ッ
Χ
ー
を
ޠ
り
だ
し
た
ら

話
が
止
ま
ら
な
い
。

　
先
生
と
し
て
の
実
感
は
出
て
き

た
が
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
課
題

は
ଟ
く
、
日
々
ษ
強
中
と
い
う
先

生
は
、
今
年
の
４
月
、
３
年
生
の

担
任
と
し
て
初
め
て
教
ฬ
を
ࣥ
っ

た
。

　「
子
ど
も
た
ち
に
ເ
や
目
ඪ
を

持
た
せ
ら
れ
る
教
師
に
な
り
た

い
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
明
確
な

ເ
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、
そ
の
ເ

を
実
現
で
き
る
よ
う
౒
力
す
る
人

間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
ޠ
る
ך

প
先
生
の
Ϟ
ッ
ト
ー
は
、
ඦ
折
不

Ꭱ
（
ひ
ゃ
く
せ
つ
ふ
と
う
）。
何

度
失
ഊ
し
て
も
、
ܾ
し
て
࠳
け
る

こ
と
な
く
౒
力
す
る
、
と
い
う
意

ຯ
だ
そ
う
だ
。

　
か
わ
ち
学
Ԃ
で
、
何
事
に
も
負

け
ず
ؤ
ு
る
先
生
の
勇
姿
が
目
に

ු
か
ぶ
よ
う
だ
。

ࢠ
ど
΋
た
ち
に
ເ
や
໨
ඪ
を

࣋
た
せ
ら
れ
る
ڭ
ࢣ
に

栢
かや

　　沼
ぬま

　　勇　　星　先生
（かわち学園 ３年２組担任）

ςΟʔ
νϟʔϋϩʔ

̡̫̤
��

中ֶ生海֎ӳݚޠम～݁団式～ 河内町のふるさとֶ習ࡐڭ
「かわちֶ」が׬成しました!!　10月27日（土）、農村ڥ؀վળセンターで、かわち学

園のݚम生18�人（̔年生）が出੮し、「中学生海֎ӳ
。म事業݁団ࣜ」が行われましたݚޠ
　݁団ࣜでは、雜賀町長からの激励のݴ༿の後、ݚम
生が ๊、込みやؾけてのҙ޲मにݚ֎঺հをし、海ݾࣗ
ෛを話しました。
मは、ϋϫイホϊルルで11月５日から11日までの７日ݚ　
間の予定で、町が交ྲྀ事業のܖ໿をక し݁ているル・ジϟ
ルμン・アΧσϛー、ϫώアϫ・΢Οーラー・ϛドルスクール
の２校でޠ学ݚमやจԽ交ྲྀを行います。

　町教育委員会は、かわち学園
のڷ土学習त業で࢖用する教ࡐ
「かわち学」を発行しました。
　「かわち学」は、"4 ൑શ163
ページで、町の地ܗの成り立ち
や水֐のྺ࢙なͲ防災に関する
৘ใ、࢙੻、Ғ人なͲがࡌܝさ
れています。
　編集にあたっては、จ献ௐࠪ
や町民の方からのฉき取りௐࠪなͲを行いました。また、
町のお年دりの方からฉくことのできたઓ後の生活の様
。なͲも঺հしていますࢠ
　今後、「かわち学」は、かわち学園の児童生ెの΄か、
町内શށに഑෍する予定となっています。

児童と地域住民が農作業

茨城県にプロ野球球団誕生 !!

北海道胆振東部地震に係る
被災地に町保健師を派遣

河内町消防団優勝 !!
～第 69 回県南南部地区大会～

　10月10日（水）、かわち学園の３、５年生の児童
94人と、長竿地区農地を考える会（会長�小更行雄氏）
の会員17人（長竿シニアクラブ）が、かわち学園東
側の畑で、大根の間引き作業を行いました。
　最初は作業の仕方が分からなく不安そうだった児
童たちも、会員の方々の丁寧な指導を受けると、楽し
そうに間引き作業を行っていました。
　この取り組みは、地域住民の共同活動により農業・
農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るために
同会が農林水産省等の交付金を活用し、行っている
ものです。

　10月１日（月）、今年７月にプロ野球独立リーグＢ
Ｃリーグへの本加盟が承認された県内初のプロ野球球
団「茨城アストロプラネッツ」の山根代表（写真右）
および長峰ＧＭが雜賀町長を表敬訪問しました。
　今回参加する予定のＢＣリーグは、現在10球団が
加盟しており、同球団で11球団目の誕生となります。
　雜賀町長が「若者を応援します」と激励すると、山
根代表は「河内町の方々から愛される球団を目指し、
まちおこしやＰＲ活動等で地域に貢献していきたい」
と話していました。

　９月21日（金）から26日（水）にかけて、北海道
胆振東部地震の被災地である安平町へ茨城県・市町
村合同保健師チームが派遣され、当町の包括支援セン
ターに勤務する石山保健師が被災者への保健活動を行
いました。
　派遣された保健師チームは、主に訪問活動を中心と
した住民の健康状態の確認、要支援者の早期把握等
を行い、被災者の支援活動に努めました。

　10月14日（日）、守谷市の常総広域運動公園多目
的広場駐車場を会場に「第69回茨城県消防ポンプ操
法競技大会県南南部地区大会」が各市町村の代表を
迎え開催されました。
　今年は、町大会の優勝チームである第６分団第３小
隊が小型ポンプの部に出場しました。選手のみなさん
は、連日連夜の練習の成果を発揮し、悲願の総合優勝
を獲得しました。選手をはじめ関係者の皆様お疲れ様
でした。また、今後は、11月17日（土）に県消防学
校で開催予定の県大会に出場します。
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中ֶ生海֎ӳݚޠम～݁団式～ 河内町のふるさとֶ習ࡐڭ
「かわちֶ」が׬成しました!!　10月27日（土）、農村ڥ؀վળセンターで、かわち学

園のݚम生18�人（̔年生）が出੮し、「中学生海֎ӳ
。म事業݁団ࣜ」が行われましたݚޠ
　݁団ࣜでは、雜賀町長からの激励のݴ༿の後、ݚम
生が ๊、込みやؾけてのҙ޲मにݚ֎঺հをし、海ݾࣗ
ෛを話しました。
मは、ϋϫイホϊルルで11月５日から11日までの７日ݚ　
間の予定で、町が交ྲྀ事業のܖ໿をక し݁ているル・ジϟ
ルμン・アΧσϛー、ϫώアϫ・΢Οーラー・ϛドルスクール
の２校でޠ学ݚमやจԽ交ྲྀを行います。

　町教育委員会は、かわち学園
のڷ土学習त業で࢖用する教ࡐ
「かわち学」を発行しました。
　「かわち学」は、"4 ൑શ163
ページで、町の地ܗの成り立ち
や水֐のྺ࢙なͲ防災に関する
৘ใ、࢙੻、Ғ人なͲがࡌܝさ
れています。
　編集にあたっては、จ献ௐࠪ
や町民の方からのฉき取りௐࠪなͲを行いました。また、
町のお年دりの方からฉくことのできたઓ後の生活の様
。なͲも঺հしていますࢠ
　今後、「かわち学」は、かわち学園の児童生ెの΄か、
町内શށに഑෍する予定となっています。
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日 曜日 イベント・スケジュール

3 月 自由遊び
5 水 クリスマスコンサート！
7 金 自由遊び
10 月 自由遊び
12 水 親子ではっぴーヨガ♪
14 金 自由遊び

17 月 作って遊ぼう～！
（クリスマスツリー）

19 水 あかちゃんひろば
21 金 お誕生日会

（12 月生まれの子集まれ～！）

    月 の 予 定12

「お友達が近くにいないの！」「ママ友がほしい！」「遊ぶ所がない！」と悩ん
でいる方、ぜひ遊びに来てください！みんなで子育ての輪を広げましょう～。

問合せ先

河内町役場
子育て支援課

TEL 0297-84-6982
担当　塚本、羽根田おしらせ

河内町　子育て支援センター

おひさまからの

12/21（金）【お誕生日会】
12 月生まれの子のお誕生日会をします。みんなでお祝い
しましょう～！ 12月生まれの子もそうでない子も集まれ
～！！手作りカードのプレゼントを用意してます！
時　間：午前 10 時 30 分～ 11 時　予約不要

場所

利用時間・持ち物
　・月、水、金曜日 (予約不要 )
　（祝日・お盆休み・年末年始の休みを除く）

　・午前９時 30 分～午後２時 30 分
　・対象：0歳～就学前のお友達とお家の方
　・着替え・水筒などの用意をお願いします。
　・ごみ・オムツは持ち帰りでお願いします。

【クリスマスコンサート！】
パステルトーンさんをお招きしま～す！
　クラリネット、バイオリン、電子ピアノによる
クリスマスソングをお送りします！
お子さんと楽しく心安らぐ時間をお過ご
しください♥
時　間：午前 10 時 30 分～ 11 時

　クラリネット、バイオリン、電子ピアノによる
クリスマスソングをお送りします！
お子さんと楽しく心安らぐ時間をお過ご
しください♥
時　間：午前 10 時 30 分～ 11 時

12/12 水

12/5 水

あかちゃんひろば
21 金 お誕生日会

（12 月生まれの子集まれ～！）

【あかちゃんひろば】
すくすく成長してるかな？身長、体重を測ってもらいましょう～！
時　間：午前 10 時 30 分～ 11 時
対　象：生後４か月～１歳くらいの
　　　　あかちゃんとご家族
参加費：無料　　予約不要

１2/19 水

【親子ではっぴーヨガ♪】
親子で楽しく体を動かして心も体もリフレッシュ！
ハッピーになっちゃいましょう～！
時　間：午前 10 時 30 分～ 11 時
対　象：１歳ぐらいのお子さん、保護者
持ち物：汗ふきタオル、飲み物（親子分）
※動きやすい服装でお願いします。
参加費：無料　　定員　8 ～ 10 人
事前に予約をお願いします。
（予約受付期間11/5～11/30まで）
申込先：役場　子育て支援課 0297-84-6982
受付日時：土日祝日を除く午前９時～午後５時

【作って遊ぼう～！クリスマスツリー】
　プラスチックコップと花紙を使ってクリスマスツ
リーを作って楽しみましょう～！
準備の関係上、事前予約をお願いし
ます。
時　間：午前 10 時 30 分～
定　員 15 人
（予約受付期間 11/5 ～ 11/30 まで）

12/17 月

9 月英語で
遊ぼう～！
Ghost を

作って
遊んだよ～！
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生涯楽習のとびら Ｈ30．
vol.136

◆問合せ先◆　教育委員会事務局生涯学習Ｇ ( 中央公民館内）　☎ 84-2843

　自己の充実・啓発や生活の向上のために、自発的に自分にあった方法で生涯を通じて行う学習…それが『生涯学習』です。

　『生涯楽習のとびら』では、定期的に生涯学習に関する情報（案内や結果など）を提供、お知らせしていきます。

おやこ木工教室を開催しました
　９月３０日（日）、中央公民館大会議室でおやこ木工教室が開催され、６組の親子が力を合わせて、机・
イス・本棚を作りました。今回作ったものは小学校入学からの学習机として活用でき、親も子も作るうちに
夢中になって、楽しいひとときを過ごすことができました。

◆期　日　平成３０年１２月２日 (日 )　

◆場　所　手賀沼方面

◆定　員　１００人（先着順）

◆申　込　直接、教育委員会事務局生涯学習グループ
　　　　　（中央公民館内）へお申し込みください。

※電話での申し込みはできません。 ࢠ年ͷʮา͚า͚ձʯͷ༷ࡢ˛

ܠ෩ۀ࡞˛

歩け歩け会参加者募集！

皆さんのご参加お待ちしております！

成׬˛
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　秋は様々な農産物の収穫時期です。栄養たっぷり
の大豆も収穫をむかえました。大豆は良質なたんぱ
く質を含み「畑の肉」とも言われます。その大豆を使っ
て、日本では昔から家庭で味噌を作る習慣がありま
した。味噌は発酵・熟成により、健康に有効な成分
が含まれています。適度に摂ることによって、健康
維持につながります。肌寒くなるこの時期に、手作り
のだしや味噌で野菜たっぷりの味噌汁を作り、心と身
体を温めましょう。

※『今月のレシピ』で紹介した料理を作った方の感想をお待ちしています！
　保健センター（☎８４－４４８６）までご連絡ください！

♪手作りのだしで　　
　みそ汁を作ろう♪

◆�問合せ先　保健センター　TEL ８４－４４８６

食育だより VOL.93

～こころとからだを育む食育～

河内町食生活改善推進員おすすめ

今月のレシピ
＜作り方＞
（前日準備）
麹と塩を混ぜて一晩おく。
　　　
❶ 大豆はきれいに洗い、多めの水で約 4
時間煮る。アクを取り水をさす。指で大
豆がつぶれるくらいまで煮たら、そのま
ま１時間蒸らして、ざるにあげる。煮汁
は少量残しておく。（後で種水として使
用）

❷ 大豆が冷めないうちに、マッシャ―やす
りこぎ棒でつぶす。餅つき機があれば使
用するとよくつぶれる。

❸ ②に塩と混ぜた麹を入れ、①で残した大
豆の煮汁を少量（麹と大豆が混じるくら
い）入れる。これをバットにうつし、しゃ
もじで細かく砕いて１晩おく。

❹ �次の日、樽に詰める。味噌の
空気を抜くようにすりこぎ棒
でついて詰めていく。平らに
ならしたら唐辛子をのせて樽
の中蓋を敷き重石をする。

❺ 日の当たらない涼しい場所で
保存し熟成させる。仕込み後
４～６か月後に出来上がり。

本格的に作る方は、この分量で！
＜材料＞
大豆� ４升
白米� ８升
※白米は麹屋で麹にしてもらう
あら塩� ３ｋｇ
唐辛子� 適量

<材料>できあがり約５ｋｇ
大豆� １ｋｇ
麹� ２.4ｋｇ
あら塩� ６００ｇ
唐辛子� 適量

【コメント】
大豆のゆで汁はほとんど入れないのがポイントで
す。味噌は 2月下旬ごろ作っています。

♪手作り味噌♪

唐辛子 適量

レシピ提供
河内町食生活改善推進員協議会
♥会員・内藤　正子さん♥

削り節と昆布のだし
（材料）
水…４カップ（800cc）
だし昆布…6g　　削り節…12g

（作り方）
昆布は乾いた布巾で表面を軽くふき、分
量の水と鍋に入れ 10 ～ 30 分おいたら、
ふたをせずに弱火にかける。沸騰直前に
昆布をとり出し、削り節を一度に加える。
アクが浮いてきたらすぐ取り除く。鍋の
周囲が沸騰し始めたらすぐ火を消しその
まま静かに１～２分おいて濾す。

煮干しだし
（材料）水…４カップ（800cc）
　　　　煮干し（頭とわたを除いて）…12 ～ 16g

（作り方）
煮干しは頭を除き、縦に２つに裂いて、黒いわたを除く。分量の水に５
分以上つける。中火よりやや弱めの火にかけ、沸騰したら火を弱め、浮
いてくるアクをすくいとり、ふたはしないで静かに２～３分煮出して濾す。

おいしいみそ汁の作り方（１人分）
　　　だし汁　１２０ｃｃ
　　　味噌 ( だし入りでないもの )８ｇ
　　　※減塩したい方は味噌　６ｇ
　　　好みの具　適量
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保健センターだより

　ノロウイルスによる食中毒や感染性胃腸炎は、冬場に本格的な流行を迎えます。感染すると、下痢、嘔吐、吐き気、腹痛な
どを引き起こします。子どもや高齢者は重篤化しやすいので、特に注意しましょう。　

　症状は、吐き気・嘔吐・下痢・腹痛などです。潜伏期間は通常２４～４８時間で、症状は２～３日で
おさまりますが、その後も１～２週間は便中にウイルスが排出されるため、二次感染の注意が必要です。

塩素系漂白剤（ハイター、ブリーチなど 濃度５％のもの）を使って簡単に作れます！

0.1％（1000ppm）濃度500ｍｌ
500 ｍｌの水にペットボトルの
キャップ 2 杯分の漂白剤（10 ｍｌ）
を入れる。

0.02％（200ppm）濃度２L
２ℓの水にペットボトルのキャッ
プ２杯分の漂白剤 10 ｍｌ） を入
れる。

○ 感染した人が調理などをして汚染された食品を食べ
た場合による感染。
○ ウイルスの蓄積した二枚貝などを、生または加熱不 
十分な状態で食べた場合による感染。

○ 患者の便や嘔吐物から、人の手を介しておこる感染。
○ 家庭や施設内などで、感染者が嘔吐した後、嘔吐物
が乾燥して空気中に漂い、それを吸い込んでおこる飛沫
感染。

◆申込・問合せ先　อ݈ηϯλʔ　ὸ̔̐ʵ̐̐̔̒　·ͨ͸　̔̐ʵ̏̒̔̎

冬に多い食中毒
　ノロウイルス に気をつけましょう！

感染の原因

症状

予防方法

＜食品からの感染＞ ＜人からの感染＞

　ノロウイルスはとても小さいため、指紋や手のしわに入り込みます。液体石けんで指先までしっかりこすり、温水でよく洗
い流しましょう。また、二度洗いするとさらに効果的です。
※ アルコール消毒は、風邪やインフルエンザ予防には効果的ですが、ノロウイルスには効果がありません。

❶「手洗い」をしっかりと！

① 加熱して食べる食材は中心部までしっかりと加熱しましょう。（８５℃を１分以上）
② 包丁やまな板、ざるなどの調理器具は、使用後洗剤でよく洗ってから消毒しましょう。包丁やまな板の消毒は熱湯を直接
かけるか、０．０２％の塩素系漂白剤（ハイター等）に浸す方法が効果的です。

❷「食品からの感染」を防ぐ！

　ノロウイルスが流行する冬期は、乳幼児や高齢者の下痢便や吐物に大量のノロウイルスが含まれていることがあります。
オムツ等の取り扱いには十分に注意しましょう。
　また、感染した人の嘔吐物等の処理には、必ず手袋やマスクを着用し、直接触れ
ないようにしましょう。また処理後は必ず消毒しましょう。

❸「人からの感染」を防ぐ！

ノロウイルスに効果的な消毒液の作り方
この消毒液は、時間が経つと効果が

薄まります。こまめに使って早めに使い切り、
ラベルを張って誤飲を防ぎましょう！

便や嘔吐物が付着した床、衣類、トイレ、
お風呂などの消毒

おもちゃ、調理器具、直接手で触れる部分
（ドアノブ等）の消毒

500ｍｌ
2ℓ
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消費生活相談員通信
Shouhi�Seikatsu�Soudanin�Tsushin

ＶＯＬ．
８9

光回線サービスの卸売に関する勧誘トラブルにご注意！
～光回線サービスの変更は、内容をよく理解してから～

　｢光コラボ｣ という言葉をよく耳にしますね。
光コラボレーションとは、ＮＴＴから光コラボレーション事
業者に光回線を卸売りして、それらの事業者が独自に様々な
料金や契約形態で消費者に光回線を販売するシステムです。
これにより消費者には選択するメリットが増えましたが、一
方でトラブルも増加しています。

消費者問題のご相談はお気軽に相談窓口へ！
◆�問合せ先　経済課　消費生活相談係　ὸ８４－６９７５
◆�相 談 日　毎週火曜日
◆�相談時間　午前９時３０分～午後４時３０分
◆�消費者ホットライン「１８８」

契約中の大手通信事業者Ａを名乗る電話があり、「光
コラボの案内。今より千円ほど安くなる」と勧誘さ
れた。Ａ社のプラン変更だと思い手続きをしたら、
別会社との契約になっていた。

「電力工事のお知らせに訪問したい」と言わ
れ契約中の電力会社だと思い話を聞いた。
「この地域は皆、この光回線にしている」と
　変更が必要であるかのように言われ、書
類に記入したら、別会社への光回線申込だっ
た。

料金が安くなると言われて契約したら、
説明されていないオプションが契約に
なっており、高額な請求を受けた。

スマートフォンの説明を聞き
に行ったのに、光回線の転用
手続きが行われていた。

事例１ 事例３

事例２ 事例４

●コラボ光はＮＴＴ東日本との契約ではなく、光コラボレーション事業者との契約です。
●�「安くなる」と勧誘されても他のオプションサービスとセット契約だった場合、今の料
金より高くなることがあります。

●�勧誘されてもすぐに返事をせず、契約先の事業者名、サービス名などの契約内容を確認
しましょう。内容が理解できない、必要がないと思った場合は、きっぱりと断りましょう。

●コラボ光は、電気通信事業法の解約ルールである「初期契約解除制度」の対象です。
　解約したいと思ったら、すぐに光コラボレーション事業者に申し出ましょう。

心配なときは、お早めに消費生活相談窓口へご相談ください

ひとことアドバイス
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地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー だより

◆申込・問合せ先◆　஍Ҭแׅࢧԉηϯλʔɹὸ̒̌ʵ̐̌̓̍
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「身元保証」や「お亡くなりになられた後」を支援する
サービスの契約をお考えのみなさまへ

傾 聴ボランティアじゃすみん会　秋の交流会

　9月 26日 ( 水 ) に、傾聴ボランティアじゃすみん会の
交流会として、埼玉県川越市（小江戸川越）へ出掛けて
来ました。今回は新人のボランティアさんも加わり、い
つもに増して賑やかな交流会となりました。
　最初の目的地の『川越城本丸御殿』の内部見学では、
建物の素晴らしさを肌で感じることができました。

●日々の暮らしの中でちょっとした手伝いをしてほしい。
●入院や施設入所で「保証人が必要」と言われて困っている。
●自分が亡くなった後の葬儀・遺品整理が不安。　

　このような思いをお持ちの方を支援する「高齢者サポートサービス」を提供する事業者があります。内容や契約方法、
料金等は様々であり、利用にあたってトラブルにならないよう、事前によく確認することが重要です。

　お悩み事を抱えて、誰に相談したら良いか分からない時は、すぐに契約するのではなく、本当に高齢者サポートサービ
スが必要かどうかを含め、まずは地域包括支援センターに相談しましょう。

　お待ちかねの昼食は、建物が重要文化財に指定されている『洋
食・太陽軒』で。大正ロマン漂う店内でいただくお料理は格別
でした。
　昼食後は、小江戸川越のシンボル
である『時の鐘』での集合を合図に、
『菓子屋横丁』をはじめとする川越の
情緒あふれる町並みを自由散策しま
した。
　みんなで楽しい時間を共有したこ
とで、ボランティアさん同士の繋が
りがより一層深まったようでした。
台風接近の影響で、今にも泣き出し
そうな天気でしたが、ボランティア
さんの日頃の行いが功を奏し、奇跡
的になんとか乗り切ることができ、
充実した最高の一日となりました。

　お待ちかねの昼食は、建物が重要文化財に指定されている『洋

川越城本丸御殿前にて

時の鐘にて

☆ in 小江戸川越



広ใかわち 1�平成30年11月号（No.596）

町長の動静
～ 10月の主な行事～

１日　庁議
　　 　茨城アストロプラネッツ表敬訪問
２日　衛生組合管理者会議

　　 　防災訓練および自主防災組織説明会
４日　県南町村会視察研修（６日まで）
７日　町民運動会

13 日　敬老福祉大会
14 日　県南南部地区操法競技大会
　　 　県南南部地区大会解団式
15 日　世界湖沼会議開会式
16 日　国保連合会第５回理事会
　　 　稲敷広域管理者会議
17 日　塵芥処理組合管理者会議
21 日　稲敷市長お通夜
22 日　町職員採用面接試験
23 日　騒音対策協議会
26 日　衛生組合定例会
27 日　中学生海外英語研修事業結団式
30 日　市町村負担金審議委員会

11 月の納税等
国民健康保険税　　　　（５期）　　　納付期限は
後期高齢者医療保険料　（５期）　　　11月30日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　です。

－お知らせ－
※納税等は、便利な口座振替をご利用ください。

◆日時　平成 30年 11月 18日（日）午後１時～４時
◆問合せ先　一般社団法人　茨城県保険医協会
土浦市文京町 1-50 富士火災ビル３F　☎ 029-823-
7930

☆航空科学博物館イベント情報
～航空キッズアート展～

◆展示期間　平成 30年 11月１日（木）～ 30日（金）
◆展示場所　航空科学博物館２階展示室
◆内容　園児・小学生を対象に、９月 30日まで募集し
た航空に関する絵画、デザイン、工作などの作品を展示
します。楽しい作品の数々をご覧ください。

～やさしい航空のはなし～
「航空管制官の仕事　君も管制官になろう」

◆日時　平成 30年 11月 25日 ( 日 )　午後１時～
◆場所　航空科学博物館１階　多目的ホール　
◆内容　元管制官・堀井不二夫氏による、航空管制の仕
組みとお仕事の様子をご紹介いただく講演会です。将来
管制官を目指しているお子様向けに、わかりやすく解説
いただきます。
◆問合せ先　航空科学博物館　☎ 0479-78-0557
〒 289-1608　千葉県山武郡芝山町岩山 111-3

　先の大戦において、尊い犠牲となられた本町
関係の殉国の英霊に対し、町民あげて追悼の意
を表し、あわせて恒久の平和を祈念するため、
次のとおり戦没者追悼式を挙行いたします。
　ご遺族の皆様ならびに町民各位のご参列を
お願い申し上げます。
◆と　　き◆　11月22 日( 木）午前 10 時～
◆と こ ろ◆　農村環境改善センター
◆問合せ先◆　河内町役場　福祉課
　　　　　　　☎８４－６９８１

河内町戦没者追悼式

募集 !!　農業委員、農地利用最適化推進委員
◎農業委員の推薦・公募（募集人員 10 人）
　平成 28年４月１日から施行された改正農業委員
会法により、農業者の組織する団体および町内の農
業者からの推薦、または町内全域からの公募により
農業委員を募集いたします。農業委員は、農業に関
する識見を有し、農業委員会の職務を適切に行うこ
とができる方から、町長が議会の同意を得て任命し
ます。
◎ 農地利用最適化推進委員の推薦・公募
　（募集人員８人　生板・源清田・長竿・金江津地区　各２人）
　平成 28年４月１日から施行された改正農業委員
会法により、農地利用最適化推進委員（以下「推進
委員」という。）が新設されました。推進委員は、
担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地の発
生防止・解消、新規参入の促進といったことが主な
業務となります。

【共通事項】
◆募集期間　12月10日（月）～平成31年１月11
日（金）　※任期　平成31年４月１日から３年間
◆応募方法　所定の申込書に必要事項を記入のうえ
町農業委員会へ提出
◆その他　募集要項、申込書につきましては、町農
業委員会事務局または町HPからダウンロードでき
ます。
◆提出先　町農業委員会事務局に提出してください。
（郵送可）午前９時から午後５時まで（閉庁日を除く）
◆問合せ先　町農業委員会事務局　☎84-6976
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11月
(November

）

みんなの
まど  
行政書士による無料相談（要予約）

◆日時　平成30年11月17日（土）午前10時～正午
◆会場　河内町農村環境改善センター　営農相談室
◆内容　相続や遺言、農地法の許可、その他各種許認可
◆問合せ先　茨城県行政書士会県南支部　☎090-8509-
3622（担当塚本）　※予約は前日の午後５時まで

茨城県最低賃金改定
　茨城県最低賃金は平成30年10月１日（月）　から「時
間額８２２円」になりました。詳しくは、お問い合わせ
ください。
◆問合せ先　茨城労働局賃金室　☎ 029-224-6216

１１月は労働保険適用促進強化期間です
　労働者（アルバイト）を１人でも雇っている事業主は、
労働保険（労災保険・雇用保険）に加入する義務があり
ます。※保険制度の詳細および加入手続きについては、
お問い合わせください。
◆問合せ先　茨城労働局総務部労働保険徴収室　☎
029-224-6213 または、最寄りの労働基準監督署、ハ
ローワーク（公共職業安定所）へお尋ねください。

茨城県ひきこもり対策推進事業
　ひきこもりは、様々な要因が複雑に絡んでおり、多く
の家族が「家族とのコミュニケーションをどうしたら？」
「回復のために支援をどうすすめたらよいか」など・・・
その対応や関わり方に悩んでいる現状があります。
　竜ケ崎保健所・土浦保健所では、家族のかかわり方の

ポイントについて、臨床心理学の専門家からお話をうか
がう研修会を開催することになりました。当事者の回復
に向けたヒントを考えてみましょう。ご参加お待ちして
います。
◆日時　平成 30年 11月 26日（月）
午後１時 30分～２時 30分（受付　午後１時～）
◆場所　阿見町総合保健福祉会館�（阿見町阿見4671-1）
「さわやかセンター」２階�講座室　講師：川村学園女子
大学　心理相談センター長　簑下成子先生
◆対象・ひきこもり者家族・ひきこもり支援従事者等
※竜ケ崎保健所まで電話でお申し込みください。申込期
限 11月９日（金）　参加費無料　先着 70人
◆申込・問合せ先　保健指導課　☎ 62-2367

茨城県立盲学校　学校公開について
　視覚障害児（者）が学ぶ盲学校の参観を通して、視覚
障害教育についての理解促進を図るため、学校公開を開
催します。
◆日時　平成 30年 11月 17日（土）
午前９時 30分～午後３時 45分（午前９時より受付）
◆場所　茨城県立盲学校　水戸市袴塚１－３－１
◆内容　学校概要説明、授業参観、施設見学、盲学校体
験（施術体験、視覚障害者スポーツ体験、点字体験、シュ
ミレーションレンズ体験、授業体験（小・中学生のみ））
個別相談（希望者のみ午後）
◆対象　どなたでも参加いただけます。参加費：無料
◆その他　11 月２日（金）までに FAX または E-mail
にてお申込みください。詳細は、本校ホームページをご
覧ください。
◆問合せ先　茨城県立盲学校　☎ 029-221-3388

「歯のなんでも電話相談」
　ふだん、歯医者さんに聞けないこと、入れ歯のこと、
子どもの歯の悩み、インプラント、矯正、口臭の悩み、
顎関節症、歯周病、ブッラシングの仕方、料金のことな
ど、歯に関する悩みや質問を無料で電話相談いたします。
　匿名で結構ですので、お気軽にお電話ください。茨城
県保険医協会の歯科医師がご相談に応じます。

全国瞬時警報システムの全国一斉情報伝達訓練の実施
住民の方への情報伝達体制について万全を期すため、全国一斉の情報伝達訓練を実施します。
実際の災害等とお間違えのないようご注意ください。

実 施  日：平成 30 年 11 月 21 日（水）
実施時間：午前 11 時 00 分
防災行政無線スピーカーおよび個別受信機からの放送内容は、

上りチャイム＋「これはＪアラートのテストです。」×３＋下りチャイムが放送される予定です。

◆問合せ先◆　総務課　☎８４－６９７９




